








結論:ラット血清病腎炎をモデルにステロイド効果を検討した。30 ㎜ g/kg の連日腹腔投与

では抗体産生はやや抑制されたが,腎炎の発生は阻止できなかった。しかしその糸球体組織

障害には免疫結合物の沈着の係蹄壁への移行傾向と障害の軽微化がみられた。 


